
〈大会速報　 第 号〉

平成２９年度　第４２回関東中学校軟式野球大会

1 回戦 第 2 試合 開始時間 終了時間 試合時間

【審判】 球審: 渡辺　佳則 一塁: 田中　洋輔 二塁: 木下　佳明 三塁: 飯村　節男

【投手‐捕手】 つくば市立洞峰学園谷田部東中学校（茨城県） 投手 ―捕手 :

私立駿台学園中学校（東京都） 投手 ―捕手 :

【長打】 二塁打 :

三塁打 :

本塁打 :

11:33 ８９分13:02
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<試合経過>　１回表、駿台学園中は谷田部東中の尾上さんの立ち上がりを攻める。駿台学園中は、先頭の山田さんの安打と、相手の隙
を突く好走塁によりチャンスを広げる。四球を挟み、４番安池さんの中前安打で先制すると、５番フォークナーさんも続き、一気に３得点を
挙げ先制する。対する、谷田部東中の攻撃は、駿台学園中の柳沼投手の力のあるストレートと、キレのある変化球に粘りを見せるも好機を
作れなかった。谷田部東中の尾上さんも、２回以降は立ち直り、気持ちの入った投球と、堅守が光った。駿台学園中は、攻守にわたり優
位にゲームを展開し、２回戦に進出した。
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駿台学園中　初回に集中打で初戦を制す

     　　　　 第４２回関東中学校軟式野球大会公式ホームページ
   　　　　   http://www.geocities.jp/chiba_chuyaren/2017kanto/chiba.html
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1 井上　怜音 0 0 0 0 0 0

駿台学園中 山田 将義主将

まず勝ててよかった。初回３点を

先制して、自分たちの野球リズムが

できた。その後、勝負弱さが出てし

まった。それを改善して優勝し、全

谷田部東中 大山 直人監督

優勝候補と言われる、とても素晴ら

しい相手でした。立ち上がりの３失点

が、悔やまれます。ピンチがあったが、

全員でしのいで、力を出し切れたと思

う。

チームコメント

駿台学園中 西村 晴樹監督

柳沼・井上と落ち着いて投げるこ

とができた。初回に３点入ったので

気持ちが楽になった。チャンスが

あったが生かすことができなかった

ので、明日に向けて反省したい。


